
侵入窃盗に注意しましょう！
　外出の機会が増える年末年始は、空き巣などの被害が増加するおそ
れがあります。犯罪の手口と防犯ポイントを知り、被害に遭わないよ
うにしましょう。

主な手口
・鍵の掛かっていない玄関窓ベランダから侵入する
・窓ガラスを割って侵入する
・合鍵を使って侵入する

防犯ポイント
・ごみ捨てなど短時間の外出でも鍵をかける
・足場になるものを家の周りに置かない
・窓には補助錠を取り付ける
・合鍵を郵便受けなどに隠さず、しっかり保管する

小郡市消費生活相談室
☎27-5188

小 郡 警 察 署

消 費 生 活 相 談 室 窓口開設日
　毎週月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

小郡警察署　☎73-0110
福岡県警ホームページ
http://www.police.pref.fukuoka.jp

消費税率引き上げに便乗した詐欺に注意

久留米広域消防本部
三井消防署
☎72-5101ファクス72-5948こ ち ら １ １ ９毎

防
月 ９ 日 は
火 の 日

お風呂での事故に要注意

〈相談事例〉
●税務署の職員を名乗る人から「消費税率の関係で、税金の一部が戻ることになった。今日中に手続が必要であり、
指示する連絡先に電話をするように」と電話があった。不審なので連絡はしていない。（70代女性）
●銀行の業界団体を名乗る男から「消費税増税の関係で、高齢者に社会保険料の一部が戻ることになった。通帳と
キャッシュカードの番号を教えてほしい。あなたには５万円が戻るようになっている」と電話があった。

（80代男性）
〈アドバイス〉
●金融機関や行政などが、消費税増税を理由に消費者個人に電話をかけてくることはありません。「お金が戻ってく
る」などと言われても、信用しないようにしましょう。

●在宅中でも留守番電話などの機能を活用し、相手を確認して必要があればかけ直すなど警戒心を持ちましょう。
●着信番号通知や録音機などを活用し、知っている人以外の電話には直接出ないようにしましょう。

　寒さも厳しくなり温かいお風呂が心地よくなる季節ですが、毎年ヒートショック※や過度な長湯による熱中症な
ど、風呂場での事故が多く発生しています。風呂場で亡くなるのは高齢者が多く、家庭内で最善の注意を払う必要
があります。以下のことを守り、快適な入浴を楽しみましょう。
※ヒートショック…急激な温度差が原因で血圧が大幅に変動し意識を失ったり、血管が一気に縮んで心筋梗塞を起

こしたりするなど命を脅かす状態に陥ること

入浴前
●お風呂に入ることを家族へ伝えましょう
●脱衣所や浴室内は暖かくしておきましょう
●お湯の温度は41℃以下に設定しましょう
●水分補給をしましょう

体調不良時や飲酒後の入浴は控えましょう
　入浴中に意識を失い、命を落とす危険がさらに高まります。お湯で体を流す程度にしておきましょう。

入浴中
●20分を超える長湯はやめましょう
●浴槽からはゆっくり立ち上がりましょう
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○刑法犯発生件数 241件（－73件）
○交通事故発生状況
　発生件数 266件（－15件）
　死者数 ０人（－３人）
　負傷者数 336人（－14人）
※（　）は、昨年同月比を示す

小郡警察署管内の犯罪・交通事故の発生状況
（令和元年10月末現在）
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万引き自転車盗オートバイ盗部品盗車上ねらい空き巣
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